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1. は じめに

文 献 末尾 にあ る参照 文 献 をデ ー タベ ー ス

(DB)化 したリファレ~ン ヨンDBは ,多 くの

検索問題 を解決 し,新 しい情報検索の陛界を拓

く。これは,筆者により,小規模なDBで明らか

にしている1131。

文献のリファレーションは参照文献,被参照文

献,そ して文献自体から構成する。 リフアレーシ

ョンは文献の一つの属性であ り,文献間のリンク

を表 している。図 1は ,文献 428が 9編の文献 と

リンクしている例を示す。リファレーション属性

を持つ文献 DBを リファレ~ン ヨンDBと 呼ぶ。

献の入力問題を解決するために,新 しい文献 コー

ド (APTS)の 開発を試みる。

2.参 照文献の入力

2.l SClや SSCIの 参照コー ド

文献属性 として参照文献 をもつ DBと して ISI

社の SCI IScience Citation lndex,や SSCI

(Social Science Citation lndex)が ある。 これは

約 30年前に開発 された非常に貴重なDBの一つで

ある。

SCIや SSCIの コー ド化の例を示す と,次のと

お りである。

SNIITH,L.C.(LIBRARY TRENDS,V30,P83,

1981),

LAWANI S.M.(J AM SOC INFORMATION,

V34,P59,1983)。

参照文献のコー ドは著者 と出典に関する書誌項

目を一定のルールで作成する。 1つ の文献 を30

～50バ イ トで表 し,逐次刊行物だけでな く,単
行本やレポー トなどもDB化する。

SCIや SSCIを 使った被参照分析の研究が多数

なされてお り,情報学では 1つ の分野を形成 して

いる。コー ド化 した参照文献のバ イト数が多いた

め文献を同定 し難 く,現状のシステムではリフア

レーションの作成は難 しい。

2.2 大規模な DBの コー ドの活用

参照文献を文献コー ドで構成すれば,入力は簡

単になる。参照文献が既存の文献 DB内の文献に

該当すれば,その文献コー ドを付与するだけでよ

い。例えば,JICSTの科学技術文献 フアイルは

十数年で 800万編以上の文献を蓄積 してお り,文

献の寿命からみて,十分利用可能である。

JICSTの 文献コー ドの例 を示せば,次のとお り

である。

81A0172918   B91051798。

この場合,参照文献の入力支援ンステムを開発

する必要がある。大規模なDBか ら文献の同定が

可能な量に短縮 した DBを 作成 しCD―ROM化 す

れば,パ ソコンで処理可能である。

しか し,DBは すべての文献を網羅 していない

ため,コ ー ド化できない場合がでてくる。単行本

リンク

文献

428-81

`_612-87 _¬

|_599-85 1

匡 596-85 卜__

L―-555-83   1

に-548-83 -」

匡 428-81-一 ―

匡-432-78 -

L__273-77

1_ 104-74 -

被参照文献

Citations

文献自体

――参照文献

References

「

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

コ

図 1 文献 428の リファレーション

従来の検索は,検索キーにマッチした文献だけ

を検索するが, リファレーション検索は文献間の

リンクの度合い (関連性)が強いものを検索する。

そのため,検索キーにマッチしない文献も検索可

能になり,検索結果は関連性の高い順に表示でき

る。さらに,専門分野の情報構造であるキーワー

ド間,著者問,そ して出典間の関係をマッピング

することが可能になる。

被参照文献は参照文献を転置 して得られるが
,

参照文献は入力しなければならないっ各所で参照

文献データを入力することは重複が生じて不経済

なため,大規模なリファレ~ン ヨンDBを 開発

し,提供することが望まれる。参照文献中の文献

書誌事項を全文入力 したとしても,文献を自動的

に同定するbと は難しい。ここでは,こ の参照文
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に関するDBを 統合すれば,参照文献のコー ド化

率は高 くなる。コー ド化できない文献をいかに扱

うかが課題である。

DBの 利用は大規模な特許ファイルに対 して有

効である。網羅性が 100%の 特許フアイルは参照

関係が蓄積され,それから被参照がつくられ,そ

して,リ ファレーションが作成できれば,技術情

報の有力な分析手法として有用になる。

3.新 しい文献同定コー ド APTSの 開発

3.1 文献の APTSコ ー ド

参照文献は文献の基本的な書誌データから構成

されている。その書誌データから文献コー ドを作

成できれば,参照 文献の入力は簡単になる。誰で

も,どこででも,簡単なルールで文献をコー ド化

できるのが望ましい。

1年 間に400～ 500万 の文献が生産 され,毎年

増加 している。文献に通 し番号を付ける場合, 1

億の文献で 8桁 ,それに西暦年の 4桁を加えて合

計 12桁 あれば十分である。 しか し,すべての文

献に通 し番号 を付加することはコス トもかか り,

実際問題 として実現不可能である。

ここでは,新 しい文献コー ドとして,著者,発

行年,標題,そ して出典をそれぞれ 4桁で表 し,

合計 16桁 のコー ドを考える (図 2)。 そ して, こ

のコー ドを各構成要素の英文の頭文字からAPTS
コー ドと名付ける。

著者

十□□□□+
発行年

Publica―

tion Yiear

標題

Title

+□□□□

出典

SourceAuthor

図2 16桁の APTSコ ードの構成

この場合,著者はアルファベ ットで表し,各桁

10通 りとして 10,000通 り,標題はアルファベッ

トで表 して 10,000通 り,出典は数値 3桁分とみ

なして 1,000通 りの区別ができるものとする。こ

の場合,理論上,毎年 1,000億 の文献が生産され

入カシステム

ても重複は生 じない。

次に,参照文献が英文の場合のコー ド化ルール

を各項 目ごとに説明する。

3.2 著者のコー ド化

著者のコー ド化を検討するために 658人の著者

名 を入力 したデータフアイルを作成 した。Last

名の平均は 6.5字 であった。 JGAWK言語を用い

て,コ ー ド化のルールに対応 したプログラムをそ

れぞれ作成 し,コ ー ドが重複する数 と延べ人数を

求めた。 4桁のコー ドとして,次の結果を得た。

(1l Last名 の最初から4桁

重複は71で ,延べ人数は162名

(2)Last名 の最初から3桁 とFirst名 の頭文字

1桁

重複は 16で,延べ人数は34名

(3)Last名 の最初か 島 2桁 と最後の 1桁 ,

First名 の頭文字 1桁

重複は 8で ,延べ人数は17名

テス トしたデータ量は少ないが,明 らかに顕著

な結果が現れたため,第 3の方法を採用 した。著

者の表示 は,「Last名 のフルスペル,カ ンマ
,

First名 の頭文字」で表す場合が多 く,コ ー ド化

しやすい点 も考慮 した。例えば
,

BradfOrd,S.C. ―→ BRDS
とコー ド化する。

著者名にも例外的な場合があ り,それを列挙す

ると
,

Yu,C.T      > YUUC
ⅣIacRae,D.   ―→ 1ヽ4AED

Spack Jones,K. > SPSK

などである。この場合,原則として「著者の最初

の 2文字とカンマをはさんだ 2文字」のルールを

適用する。

3.3 発行年のコー ド化

発行年は西暦で 4桁の数値で表す場合がほとん

どであり,コ ー ドはその数値を転記するだけであ

る。発行年の位置は著者のすぐあとにある場合と

標題のあとの出典のなかにある場合と半々の割合

である。例えば,次のような場合は
,

Bradford,S.C.(1934).― > 1934

となる。西暦年の下 2桁だけで発行年を表 し,コ

ー ドを 2桁 に短縮することも可能であるが, 4桁
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の方がコー ド化の ミスは少な くな り2000年 以降

の年代順のソー トは簡単になる。

3.4 標題のコー ド化

著者の場合と同様に,コ ー ド化を検討するため

に 1,180件 の標題を入力 したデータフアイルを作

成 し,い ろいろなパターンのプログラムを作 り,

検討 した。標題は平均 62バ イ トあ り,平均 8.7

単語,ま た, 3字以内の単語を除外 した場合は平

均 5.7単語で構成されている。

標題の中に特殊文字 (, .'''/―)がある場
′`,例 えば,ス ラッシュやハ イフンのある単語

は,それを空白に置 き換えて, 2つ の単語に分け

るなど,コ ー ド化の前に処理 してお く。

標題の場合は,平均48字 から4字 を選択するこ

とにな り,非常 に多 くの選択方法が考 えられる

が,次のような場合の コー ド化の基準 を設定 し

て,コ ー ドが重複する数 と延べ標題数を求めた。

(1)標題の最初から4単語の頭文字

重複は87で ,延べ数は216標題

(2)標題から不要語を除いた 4単語の頭文字

重複は45で ,延べ数は95標題

(3)3字以内の単語を除いた 4単語の頭文字

重複は45で ,延べ数は 103標題

ここで,(2)の 不要語は 2字以内の単語 とand,

for,its,the,withの 5単語を使用 した。

最初は(2)の 方法を採用 したが,実際にコー ド化

の作業をしてみると,不要語のルールに慣れるま

で時間がかか り, ミスをする。 したがって,最終

的には簡単なルールの(3)を 採用 した。

標題の単語が 1～ 3語の場合には例外処理をす

る。その場合,最後の単語の最後の部分から不足

する数の文字を補 うことにした。例えば
,

3語  :Linguistics and infornlation science

> LISE

2言吾 Citation Analysis  ―→ CAIS
l言吾 Bibliolnetrics     一) BICS

などである。資料への日の動 きから,自 然な方法

を採用 した。

3.5 出典のコー ド化

書誌データの中で一番扱いにくいのが, この出

典データである。ある文献が多数の文献に参照さ

れている場合の記載 を比較すると,著者,発行

年,標題の記載は大体同じであるが,出典は微妙

に異なっている場合が多い.

参照文献は資料別に記載方法が異なるため,そ
のパターンを把握すれば,資料の種類は判断でき

る。約 5.300編 の参照文献の資料別分布を調べた

結果,逐次刊行物が59%,単 行本が 19%,編集

物が 17%,残 り5%が レポー トなどであった。

ここでは,資料別に 3種類のコー ド化ルールを決

めた。

3.5.1 逐次刊行物

どの文献にも含 まれる書誌デー タは,誌名 ,

巻,開始頁である。誌名は省略形の場合があるた

め,思い切って割愛 し,巻の下 1桁 と開始頁の下

3桁でコー ド化する。例えば
,

Journal of Documentation,28,11-21->8011

となるこ

3.5.2編 集 物

会議の予稿集や論文集,それに論文を編集 した

単行本などがここに該当する。標題の後ろに,In
～(Eds.),In proceedingsな どと記載 され,開催

地,頁 ,発行所などが続 く。この場合 も会議名や

本の標題 を割愛 し,編集物を示す記号「 =」 と3

桁の開始頁でコー ド化する。例えば
,

In proceedings～ (pp.248-253).Medわ rd,

NJ:Learned lnformation,Inc.→ =248

である。

3.5.3 単行本 。レポー トなど

単行本, レポー ト,学位論文など逐次刊行物や

編集物に該当 しない参照文献を扱 う。単行本は著

者,発行年,本の標題 (イ タリック),発行地 :

発行所のパターンが多い。コー ドは発行所を表す

主要な単語の最初から4字 を用いる。例えば
,

Acadernic Press    ―→ ACAD
University of 11linois  ' ILLI

などである。

したがって,出典 コー ドの 1桁 目が数値,=,
英字かで逐次刊行物,編集物,あ るいは単行本な

どかが分かる。

3.6 日本語文献のコー ド化

日本語文献のコー ド化は英文の場合に準 じる。

漢字 1字 は 2バ イト必要なので,英字の 4字 は漢

字では 2字である。著者コー ドは姓 と名から最初
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の 1字ずつで構成する。発行年コー ドは半角 4字

で表す。

標題コー ドは最初の 2単語の頭文字各 2バ イト

分で構成する。単語の区切 りは,ひ らがなや特殊

記号のあるところと,漢字,英字,カ タカナの文

字列が他の文字列にかわるところとする。英字や

カタカナは半角に変換 し,カ タカナの濁音や「―」

は除 く。例えば
,

情報解析の教育の経験    → 情教

SCISEARCH Fileに よる低温 ―→ SC低

文節索引のテーブル表示   → 文テ7

などである。出典 コー ドは英文 と同様に扱 う。

4.考   察

コー ド化の評価基準を列挙すると,次のように

なる。

1)ミ スを防 ぐために簡単なルールにする

2)コ ー ドの総バイ ト数を少な くする

3)数 十年分の文献量に対応できる

4)既 存のDBか ら自動的にコー ドができる

5)多 くのDBに オープンである

6)同 一文献は同一コー ドを作成する

7)重 複 コー ドを作成 しない

ここでは,コ ー ド化を検討するために英文の逐

次刊行物 4年分の約 5,300編の参照文献をコー ド

化 した。そ して,著者,発行年,標題,出典,の

4種のサブコー ドが全部合致するもの, また 3種

が同じで 1種が異なっているものをリス トアップ

するプログラムを作 り, どこでエラーが発生 した

かを検討 した。そ して,い ろいろ試行錯誤 を経

て,前章のルールに到達 した。

コー ド化に要する時間は, 1時間に約 100編 の

参照データをコー ド化可能である。 1文献当た り

約 20～ 30の 参照文献があるので, 1時 間に 3～

4編の文献をコー ド化可能である。

エラーが発生 したところはおもに 2か所ある。

1つ は書誌データ自体, もう 1つ はコー ド化の際

に生 じる。前者に関 しては,同 じ刊行物内でも書

誌データの記載が微妙に異なってお り,と きどき

入カシステム

発行年や頁などの数値の記載 ミスや記載漏れがあ

り,特定の文献に集中していることを発見 した。

後者 に関 しては,著者の Last名 が複雑 な場

合,標題の副題や長い標題の後半部分がない場

合,発行所や大学名をコー ド化する場合などに発

生する。細かい根気のいる作業であるため, コー

ド化を支援するソフ トの開発が不可欠である。

誌名や会議名などを割愛 したため,コ ー ド化は

簡単になり,非常に速 くなった。また,バ イ ト数

が少ないため,パ ソコンで処理できたЭ全般的に

いえば,非常に満足のい く結果が得 られた。

5.お わ りに

21陛紀を指向 した新 しい DBと 情報検索,それ

は大規模な二次情報 DBの 提供である。大規模な

DBは 5ヽ 10年 のデータの蓄積が必要で,その準

備を開始する時期にきている。大規模な三次情報

DBを 新たに開発するには,時間と費用のかから

ないデータ入力方法を開発 しなければならない。

ここで開発 した文献の A□皓 コー ドは 1つの有

力な方法である。現在の二次情報 DBが APTSコ

ー ドを持ち,互いにリンクするようになれば,そ

の相乗効果は大 きい。さらに,全文献を網羅する

文献台帳の必要性 を痛感 した。
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`/…… … … … … 質 疑 応 答 `…… …
′
… …

/,

川島健也 (武田薬品工業は))

一次情報作成者が引用文献を間違っている場合がよくあるので, リファレ~ン ヨンデータベース

作成時に誤引用をチェックできるようなシステムを作って,修正機能として使えるとよいのだ

が 。

文献台帳があれば,そ のようなことが可能である。現時点ではこのシステムでは著者名,発行

年,標題,出典のうち 4項 目または 3項 目が合致するもののリス トが出力できるようになってい

るので,それを利用 して修正を行 うことができる。

辻 義人 (海洋科学技術センター)

コー ド番号 を4桁にしたのはなぜか。文献の重複率 との関係から6桁の方がより正確なのではな

い か 。

桁数が増えれば,正確になるというものでもない。入力の都合からいくと,本当は3桁 ぐらいの

方が覚えやすくミスも少ないが,重複率等を考えて 4桁 とした。
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